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●冨永町長年頭のあいさつ- ２～３

●町県民税・所得税の申告- ４～５

●「ふくしま国体」が開幕- ５

●衆議院議員総選挙は区割り法で- ６

●阿津賀志山をライトアップー ７

●お知らせ- ８～９

●公民館だより-10 ～11

●わだい-12

新春に
乾 杯

平成７年の国見町新年賀詞交

歓会が、１月４日国見町農協会

館で行なわれました。

220名の出席者は和やかに賀

詞を交換し、新たな年に向けて

の抱負を語り合いました。



豊
か
で
住
み
よ
い
活
力
あ
ふ
れ
る
町
づ
く
り
　
　
　
　

心
豊
か
な
人
間
尊
重
の
町
づ
く
り
を
目
指
し
て

国
見
町
長
　
冨
永
武
夫

新
年
の
門
出
に
あ
た
り
町
民
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
六
年
は
冷
戦
後
の
複
雑
な
国
際
情
勢
の
中
、
各
地
で
紛
争
激
化
の
ま
ま
年
越
し
と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

国
内
に
あ
っ
て
は
長
引
く
経
済
不
況
に
明
る
い
兆
し
は
あ
る
も
の
の
先
行
き
不
安
定
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
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、
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町
県
民
税
・
所
得
税
の

申
告
を
お
忘
れ
な
く

申
告
は
３
月
１
５
日
ま
で

平
成
六
年
分
所
得
の
町
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
時
期
と
な
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
税
の
理
解
と
申
告
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
、
次
の
日
程
に

よ
り
、
所
得
税
の
申
告
、
納
税
相
駁
を
行
い
ま
す
。

早
め
に
関
係
書
類
等
を
準
備
し
、
お
忘
れ
な
く
申
告
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

◆
期

間

・

二
月
九
日
？

三
月
十
五
日

（
混
雑

を
避
け
る
た
め
、
で
き
る

だ
け
指
定
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
）

◆
会

鳩

・
役
場
二
階
第
一
会
巖
室

◆
時

間

・
乍
前
九
時
？
十
二
時

一
午
後
一
時
？
四
時

申
告
に
は
、
送
付
さ
れ
て
い
る

申
告
書
と
印
鑑
の
ほ
か
、
次
の

書
類
な
ど
を
必
ず
ご
持
参
の
う

え
、
ぜ
ひ
申
告
者
本
人
が
お
い

で
く
だ
さ
い
。

１

、
所
得
・
経
費
関
係
書
類

①

農
楽
を
さ
れ
て
い
る
方

・

農
産
物
の
収
入
血
の
明
細
書
お

よ
ぴ
証
明
書

・
水
稲
、
果
樹
、
養
蚕
な
ど
の
受

取
共
済
金
明
細
書
お
よ
び
果
樹
、

養
蚕
の
支
払
共
済
金
の
領
収
証

・
大
農
臭
購
入
の
領
収
証

・
願
人
お
よ
び
作
業
委
託
の
領
収

証

②

事
業
（
商
売
等
）
を
さ
れ
て
い

る
方
は
、
売
り
上
げ
、
仕
入
れ
、

経
費
等
の
諸
帳
簿

③

土
地
、
建
物
等
の
譲
渡
が
あ
る

方
は
、
売
買
契
約
書

④

給
与
お
よ
び
年
金
等
を
受
給
さ

れ
て
い
る
方
は
、
源
泉
徴
収
票
ま

た
は
支
払
調
書

⑤
　
日
雇
や
パ
ー
ト
等
を
し
て
い
る

方
は
、
給
与
証
明
書

２

、

所

得

控

除

関

係
書

類

（
所
得
か
ら
差
し
引
か
れ
る
も
の
）

①

生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
（
十
年
以
上
の
掛
金
）
、
生
命

共
済
の
支
払
証
明
書

②

建
物
共
済
お
よ
び
火
災
保
険
料

等
の
換
害
保
険
料
の
支
払
証
明
書

③

医
療
費
支
払
証
明
書
（
支
払
医

療
費
が
所
得
の
五
％

ま
た
は
十
万

円

を
超
え
る
方
）

④
　

そ
の
他
、
必
要
と
認
め
ら
れ
る

証
明
書
等

３

、
そ
　

の
　

他

①

申
告
に
よ
り
源
泉
税
額
が
還
付

に
な
る
場
合
は
、
口
座
振
込
に
な

り
ま
す
の
で
、
金
融
機
関
名
お
よ

び
口
座
番
号
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

②

住
宅
取
得
等
特
別
控
除
を
受
け

ら
れ
る
方
で
、
添
付
書
類
等
の
不

明
な
点
に
つ
い
て
は
役
場
税
務
課

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

所
得
税
の

確

定
申
告
も
忘
れ
ず
に

確
定
申
告
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
人

〈
事
業
所
得
や
不
助
産
所
得
な
ど
が

あ
る
場
合
〉

一
年
間
の
所
得
金
額
の
合
計
が
、

所
得
控
除
の
合
計
碩
を
超
え
る
人

〈
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
〉

①

給
与
の
年
収
が
、
千
五
百
万
円

を
超
え
る
人

面

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
の
合
計
が
、
二
十
万
円
を
超

え
る
人

③

給
与
を
二
ヵ
所
以
上
か
ら
も
ら
っ

て
い
る
人

申

告

す

れ

ば税

金

が

戻

る
人

医
療
費
控
除
や
住
宅
取
得
等
特
別

控
除
な
ど
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
源
泉
徴
収
や
予
定
納
税
で

納
め
た
税
金
が
、
そ
の
年
に
納
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
所
得
税
よ
り
も
多

く
な
る
人

申
告
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ

役
場
税
務
課

Ｓ
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申告は正しくお早めに （昨年の申告光景）



町
税
等
の
納
付
は

便
利
で
確
実
な
口

座

振

替
を

利
用
し
ま
し
ょ
う

申 告 相 談 日 程

月　　 日
午 前 の 対 象 町 内 会

(午前９時から12時まで)

午 後 の 対 象 町 内 会

(午後１時から午後４時まで)

２月９日（木） 小坂、太田川 前田．板檎

10日（金） 泉田上、泉田中 泉田下、鳥取

13日（ 月） 内谷西、内谷東 貝田北．貝田南

14日（火） 大木戸 高城

15日（水） 山根、光明寺 鶉町、上野

16日（木） 源宗山西、東、北．大坂 山崎北、滝山、石母田東

17日（金） 石毋Ⅲ表、石母田北 石毋田原、石毋田西

20日（月） (所　得 税 確 定　申　告)

21日（火） (所 碍 税 確 定　申　告)

22日（水） (所 得　脱 確 定　申　告)

23日（木） 宮東、町東、緋谷 山崎舘．小舘、宮前、宮舘、沢田

24日（金） 駅町、錦町 大町南、大町北

27日（月） (所　呀　陞 確 定　申　告)

28日（火） (所 得 税 確 定　中　告)

３月１日（水） 本町．宮町南 宮町北

２日（木） (所 得 税 確 定　申　 告)

３日（金） 原町、築舘、並柳 北部、中部

６日（月） 川内 (所得税確定申告)

７日（火） (所 得 税 確 定　申　 告)

８日（水） (所　得　税 確 定　申　 告)

９日（木） 森江野第１ 森江野第２、第３

10日（金） 森江野 第 4 ､ 第 5 森江野第６、第７

13日（月） 森江野第８、第10 森江野第９、第11

14日（火） 森江野第12 (所得税確定申告)

15日（水） (所　 碍 梃 確 定　申　 告)

※所得税確定申告の方は、別途お知らせする日時においでください

税
に
関
す
る
作
品
コ

ン
ク
ー
ル
最
優
秀
作
品

（
標
語
の
部
）

幸
せ
の
土
台
は
正
し
い
納
税
で

県
北
中
一
年
　

四
　

家
　
　
　

浩

ふ
く
し
ま
国
体
が
い
よ
い
よ
開
幕

冬

季

大

会

は

１

月
2
8日
～

第
五
十
回
国
民
体
宵
大
会
「
ふ
く

し
ま
国
体
」
が
。
『
友
よ
　
ほ
ん
と

う
の
空
へ
　

と
ぺ
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
。
一
月
こ
卜
八
日
か
ら
の
冬
季
大

会
を
皮
切
り
に
い
よ
い
よ
開
幕
し
ま

す
。「

ふ
く
し
ま
国
体
」
は
、
冬
季
・

夏
季
・
秋
季
の
｝二
大
会
を
単
独
で
開

催
す
る
史
Ｅ
六
番
目
の
完
全
国
体
で
、

福
島
県
に
と
っ
て
は
。
半
世
紀
に
一

度
の
ピ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

県
内
五
十
市
町
村
で
四
十
二
競
技
、

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
七

ス
ポ
ー
ツ
行
事
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

す
。冬

季
大
会
で
は
、
一
月
二
十
八
日

か
ら
四
日
間
、
郡
山
市
に
お
い
て
ス

ケ
ー
ト
と
ア
イ
ス
ホ
ッ
ケ
ー
が
、
二

月
十
九
日
か
ら
四
日
間
、
猪
苗
代
町

に
お
い
て
ス
キ
ー
と
バ
イ
ア
ス
ロ
ン

の
競
技
が
行
わ
れ
ま
す
。

選
手
の
膏
さ
ん
に
の
ぴ
の
び
競
技

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
温
か
い
声
援

を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
福
島
県
を
訪
れ
る
遣
手
や

役
員
の
皆
さ
ん
に
気
持
ち
よ
く
過

ご

し
て
も
ら
え
る
よ
う
御
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

ふくしま国体の会期＿
大　　　　　 会 ゛ 期 日(平成7年) 期間 会鳩市町村

冬　　 季　　 大　　 会
スケート・アイスホッケー

１月28日(土)～31日(火) ４日間 郡山市

冬　　 季　　 大　　 会

スキー･(バイアスロン)
２月19日(B)～22日團 ４日間 猪苗代町

夏　　 季　　 大　　 会 ９月９日出～12日叺）４日閥
郡山市など
５市町村

秋　　 季　　 大　　 会 10月14日(土)～19口(和 ６日間
福島市など
35市町村



衆
議
院
議
員
総
選
挙
は

区
割
り
法
で
行
わ
れ
ま
す

公
職
選
挙
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（

い
わ
ゆ
る
「
区
割
り
法
」
）
が
成
立
し
ま
し
た
。

平
成
六
年
十
二
月
二
十
五
日
か
ら
改
正
公
職
選
挙
法
が
施
行
さ
れ
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
つ
い
て
は
、
こ
の
日
以
後
公
示
さ
れ
る
衆
議

院
議
員
総
選
挙
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
改
正
政
治
資
金
規
正
法
お
よ
び
政
党
助
成
法
に
つ
い
て
は
、

平
成
七
年
一
月
一
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。

公
職
選
挙
法
改
正
の

概
要

一
衆
巌
院
議
貝
の
選
挙
制
度
が
中
選

挙
区
制
か
ら
小
選
挙
区
比
例
代
表

並
立
制
に
変
わ
り
、
小
選
挙
区
選

挙
と
比
例
代
表
選
挙
の
二
つ
の
道

挙
に
よ

っ
て
議
員
を
選
び
ま
す
。

一

小
選
半
区
選
挙
は
一
選
挙
区
か
ら

一
人
の
譏
・員
を
選
び
、
比
例
代
表

選
挙
は
全
国
十
一
の
選
挙
区
（
プ

ロ
ッ
ク
）
ご
と
に
行
わ
れ
、
各
畋

党
の
得
票
数
に
応
じ
て
議
員
を
選

び
ま
す
。

・

衆
離
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
福
島

県
の
小
選
挙
区
は
五
つ
の
遡
挙
区

と
な
り
。
国
見
町
は
第
一
区
に
緘

し
ま
す
。

一

衆
蹴
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
比
例

代
表
選
挙
で
は
、
福
鳥
川
は
東
北

選
挙
区
（
定
致
十
六
）
に
属
し
ま

す
．

一

衆
議
院
議
員
の
定
数
は
、
五
百
十

一
人
か
ら
五
百
人
に
な
り
、
三
百

人
は
小
選
挙
区
選
挙
で
．
二
百
人

は
比
例
代
表
選
挙
で
選
ば
れ
ま
す
．

一

投
票
は
記
号
弍
二
票
制
に
な
り
、

小
選
挙
区
選
挙
で
は
候
補
者
傭
人

を
、
比
例
代
表
選
挙
で
は
政
党
を

選
び
ま
す
．

・

投
票
は
、
小
選
挙
区
選
挙
に
あ
っ

て
は
投
票
用
紙
に
印
刷
さ
れ
た
氏

名
の
う
ち
一
人
に
対
し
て
、
ま
た

比
例
代
表
送
挙
に
あ
っ
て
は
投
票

用
紙
に
印
刷
さ
れ
た
政
党
の
う
ち

一
つ
の
政
党
に
対
し
て
○
を
つ
け

る
欄
に
○
を
つ
け
ま
す
．

一

不
在
者
投
票
お
よ
び
点
字
投
票
は

こ
れ
ま
で
通
り
自
書
式
で
す
・

ま

た
、
代
理
投
栗
も
こ
れ
ま
で
通
り

行
う
こ
と
か
で
き
ま
す
．

●
小
選
挙
区
選
挙
の
立
候
補
届
出
は
。

従
来
の
個
人
立
候
補
届
の
ほ
か
。

所
属
国
会
巌
員
が
五
人
以
上
ま
た

は
直
近
の
国
政
選
挙
の
全
国
を
通

じ
た
得
票
串
が
二
％
以
上
の
い
ず

れ
か
の
要
件
を
満
た
す
政
党
等
に

よ
る
届
出
が
あ
り
ま
す
。

一
比
例
代
表
選
挙
の
立
候
補
届
出
は
、

所
属
国
会
議
貝
を
苙
人
以
上
有
す

る
政
党
等
、
直
近
の
衆
議
院
議
員

総
選
挙
ま
た
は
参
議
院
議
八
の
通

常
選
挙
の
い
ず
れ
か
の
全
国
を
通

じ
た
得
。票
率
か
二
％
以
上
の
政
党

等
、
あ
る
い
は
名
簿
登
載
者
数
が

そ
の
選
挙
区
に
お
け
る
定
数
の
二

割
以
上
（
東
北
選
挙
区
の
場
合
は

四
人
以
上
）
で
あ
る
政
党
等
か
で

き
ま
す
。

・
福
鳥
県
の
あ
る
小
選
挙
区
で
候
補

者
を
届
け
出
た
政
党
は
、
そ
の
候

補
者
を
同
時
に
東
北
選
挙
区
の
名

簿
登
載
者
に
で
き
ま
す
。

Ｉ
選
挙
運
動
は
、
小
選
挙
区
に
お
い

て
は
候
袖
者
の
ほ
か
候
補
者
を
届

け
出
た
政
党
か
行
い
ま
す
。

比
例
代
表
選
挙
で
は
、
名
簿
を
届

け
出
た
政
党
か
行
い
ま
す
。

・
立
候
補
予
定
者
の
親
族
や
秘
書
、

組
織
的
選
挙
運
動
管
理
者
も
連
座

の
対
象
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
違
反
に
対
す
る
制
紋
と
し

て
、
公
民
権
停
止
の
強
化
の
ほ
か

罰
金
額
も
引
き
ｋ
げ
ら
れ
ま
し
た
。

・
候
補
青
等
の
氏
名
等
を
表
示
す
る

政
治
活
助
の
た
め
に
使
川
さ
れ
る

ポ
ス
タ
ー
（
い
わ
ゆ
る
事
前
ポ
ス

タ
ー
）
の
制
限
か
強
化
さ
れ
ま
し

た
。

政
治
資
金
規
正
法
の
概
要

●
企
業
・
労
働
組
合
節
の
団
体
献
金

は
、
政
党
。
政
治
資
金
団
体
、
賢

金
管
理
団
体
に
対
す
る
も
の
に
認

め
ら
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
政
治
家

の
資
金
管
理
団
体
に
対
す
る
も
の

は
、
年
間
五
十
万
円
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

一

政
治
家
飼
人
に
対
す
る
寄
附
は
、

政
党
か
ら
の
も
の
を
除
き
禁
ｉ
さ

れ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
金
銭
等

以
外
の
も
の
、
お
よ
び
選
挙
運
動

に
関
す
る
も
の
は
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

し
か
し
、
選
挙
運
動
に
関
す
る
も

の
で
も
。
企
業
等
か
ら
の
も
の
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
政
泊
資
金
に
関
し
て
罪
を
犯
し
た

者
は
。
選
挙
犯
罪
を
犯
し
た
者
と

同
様
に
公
民
権
が
停
止
さ
れ
る
と

と
も
に
。
選
挙
運
動
が
で
き
な
く

な
り
ま
し
た
。

一

政
治
資
金
の
透
明
性
の
確
保
の
た

め
、
政
治
団
体
は
、
同
一
の
者
か

ら
年
間
五
万
円
を
超
え
る
寄
附
を

受
け
た
場
合
に
は
、
寄
附
者
の
氏

名
、
お
よ
び
金
額
等
を
収
支
報
告

咨
に
記
載
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く

な
り
ま
し
た
。

は
た
ち
と
選
挙
権

大
人
の
自
覚
、

大
人
の
責
任

成
人
を
迎
え
る
と
、
法
律
的
に
も

大
人
と
し
て
昭
め
ら
れ
、
さ
ま
ざ
ま

な
権
利
や
責
任
を
も
つ
こ
と
に
な
り

ま
す
。
選
挙
権
も
、
そ
の
中
の
一
つ

で
す
。

選
挙
は
。
あ
な
た
の
意
志
を
主
権

者
と
し
て
政
治
に
反
映
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
場
で
す
。
決
し
て
、
人
ご

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
の
意

思
か
一
粟
に
込
め
ら
れ
、
代
表
者
を

選
び
、
祉
会
を
動
か
し
て
い
き
ま
す
。

政
治
は
、
最
終
的
に
国
民
が
決
め
る

の
で
す
。
こ
れ
か
主
権
在
民
で
す
。

選
挙
権
と
は

代
表
者
を
選
ぶ
権
利

新
聞
な
ど
で
国
会
の
記
事
を
読
み
。

テ
レ
ビ
で
国
会
中
継
を
見
た
こ
と
か

あ
る
人
も
多

い
で
し
ょ
う
・

席
に
は

岡
会
議
貝
か
座
っ
て
い
ま
す
。
国
民

か
選
ん
だ
代
表
者
か
、
国
の
方
向
を

決
め
る
光
景
で
す
。
こ
の
代
表
者
を

選
ぶ
怖
利
が
、
選
挙
権
で
す
。

わ
た
し
た
ち
の
生
活
を
よ
く
す
る

た
め
に
も
、
よ

い
代
表
者
を
選
ば
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。



町
活
性
化
の
夢
を
の
せ
て

あ
つ
か
し

山
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

～
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ
ブ
～

今
度
は
ど
ん
な
企
画
を
し
て
く
れ
る
の
だ
ろ
う
…
…
。
そ
ん
な
夢

を
与
え
て
く
れ
る
ス
タ
ッ
フ
の
集
ま
り
が
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ
ブ

で
す
。

今
回
は
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
用
の
電
球
を
取
り
付
け
る
ロ
ー
プ
の
数

を
増
や
し
て
、
十
二
月
二
十
三
日
か
ら
一
月
一
日
ま
で
の
夜
、
阿
津

賀
志
山
を
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
し
た
ほ
か
、
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
初
日
に
は
、

点
灯
と
同
時
に
百
発
の
花
火
を
打
ち
上
げ
、
二
十
五
日
に
は
、
阿
津

賀
志
山
を
訪
れ
る
人
に
ト
ン
汁
を
振
る
舞
う
な
ど
、
町
内
に
明
る
い

話
題
を
提
供
し
て
く
れ
ま
し
た
。

会
の
名
称
を
変
更

。
昨
年
、
町
内
に
仕
む
円
卜
歳
代

の
有
志
で
っ
く
ら
れ
た

。阿
津
賀
志

山
を
ラ
イ
ト
ア

。
プ
す
る
会
‐‐
は
、

会
・員
柵
互
が
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
の
よ

う
に
固
い
ス
ク
ラ
ム
を
柤
ん
で
、
町

お
こ
し
に
取
り
組
も
う
と
、
「
ト
ラ

イ

ア

ン

グ

ル

ク

ラ

ブ

ー

と

改

称

さ

れ

又

タ

レ

フ

む

卜

．
．
．
私

か

ら

‐‐‐
十

．一
乱
‥

に

増

員

さ

れ

ま

し

た

．

会

長

は

、

ご
フ

イ

ト

ア

″

プ

す

る

会

一

に

引

き

続

き

、

佐

藤

司

Ｘ

え

（

Ｕ

田

字

畑

中
1
2
　

－

）

が

隋

め

て

い

ま

す

『
．

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
の
セ
ッ
ト
は

二
日
が
か
り
で

、オ

ー
ノ
’
、

梯
了

」

。休
ら

る
な

ヨ
ー
」

［
も
・
。
と
右

／
こ

…
…

前

回

の
患

い
も
か

け
ぬ

鳳
町
で

凖

備

に
・取

り
掛
か

れ
な

か

ｆ．
た
教
訓

を

生

か
し
て

、
そ

し
て

、
も

い
と

広

い

地

域
か

ら
略
え

る
よ

う

に
、
放
射

線

状

に
張

り

め
ぐ

ら
十

口
↓

プ
の
数

を

川

や
し

た
こ

と
も
あ

ご

Ｉヽ
、
｀
″
回
は

、

余

裕
夲
・
持

ご

Ｉヽ
点
灯

で
き

る
よ

う
に
．

Ｉ
一

二

日
、

こ
！

三
日

の

。
。
川
が
か

り
で
準

備
か
一
ほ
わ

れ
ま

し
た

。

両
日

と
ら
好

天

に
恵

ま
れ

た
た

め
、

前

皿

の
よ
う

な
雪

と
の

戦

い
は
無
か

。
た
も

の
の

、
忽

斜
面

や
足
場

の
。悪

い
箇
所

で

、
高
木

に

ロ
ー
ブ

を
セ

。

。、
‘す

る
作
業

は
危
険

亡

伴
う

ら
の
。

ク
ラ

ブ
ほ

の
細

に
は
、
う

。
す
ら

と

汗

が

に
じ

ん
で

い
ま
し

た
『

花
火
と
の
共
演

ラ

イ
ト

ア

。
プ
叨
Ｈ

の

ト

ー
。り

Ｉ
．

ト

ー。日

に
は

。
点
灯

と
川

時
に

汀
発

の
拓

火

が
打
ら
Ｌ

げ

ら

れ
、
夜

空
が

鮮

や
か

に
彩

ら
れ
ま

し

た
。。

ラ

イ

ト
ア

ー
フ

の
点
灯

式
は

、
阿

津
釵

志

山
山
頂

で

行
わ

れ
、
冨

水
武

夫

町
長

と
佐
藤

司
会

長

か
電
源

の

ス

イ

。
チ

を
入

れ
る

と
、

オ

レ
ン

ジ
色

の

ジ
ャ
ン

ボ
ク
リ

ス

マ
ス
ツ

リ

ー
か

き
ら

め
き

。
同
時

に
、

現
在
工

嘔

か

進

め
ら
れ
て

い
る
ｈ

野

台
運

動

広
場

の
ほ

ぼ
中

央
か

ら
花
火

が
打

ち
ｈ

げ

ら

れ
ま
し

た
。

町

民

の
皆
さ

ん
は
、

約

十
分
間

の

ラ
イ

廴
’ア

″
ブ

と
花

火
の

共
演

に
（
｀

入

り
。

感
喚

の
声
を

あ
げ

ま
し

た
『

ト
ン
汁
の
サ
ー
ビ
ス
も

二
士
五
日
の
夜
に
は
、
阿
津
賀
志

山
山
噴
駐
車
珊
で
ト
ン
汁
が
振
る
舞

わ
れ
、
訪
れ
た
杵
さ
ん
は
、
心
暖
ま

る
ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
大
喜

び
で
し
た
。

ト
ン
汁
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
行
わ

れ
る
夕
方
六
時
に
は
、
山
。叭
駐
眼
鵬

は
も
ち
ろ
ん
。
付
近
は
阿
沖
賀
志
山

を
訪
れ
る
卜へ
の
車
で
あ
ふ
れ
、
ス
タ

。
フ
は
人
わ
ら
わ
。
仮
設
小
屋
で
ト

ン
汁
を
配
る
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
タ
ラ

ブ
の
奥
さ
ん
ら
も
う
れ
し
い
悲
鳴
を

あ
げ
て
い
ま
し
た
。

凍
て
付
く
竃
さ
の
中
に
異
彩
を
は

な
つ
ジ
ャ
ン
ボ
ｙ

リ
ー
を
通
し
て
、

展
甲
台
か
ら
な
か
め
る
夜
坎
は
な
か

な
か
の
も
の
、
ト
ン
汁
と
共
に
好
評

で
し
た
。

灯
り
続
け
る

町
お
こ
し
の
明
か
り

大
み
そ
か
の
夕
方
か
ら
元
旦
の
朝

に
か
け
て
は
、
明
か
り
が
灯
し
続
け

ら
れ
。
阿
津
賀
志
山
に
初
も
う
で
に

訪
れ
る
皆
さ
ん
も
見
受
け
ら
れ
ま
し

た
。会

八
の
中
に
は
、
点
灯
し
て
い
る

間
は
、
発
電
機
の
あ
る
山
頂
を
離
れ

ら
れ
ず
、
山
頂
で
新
年
を
迎
え
た
人

も
い
ま
す
。

元
旦
の
夜
の
ラ
イ
ト
ア

″
ブ
を
最

後
に
、
阿
津
賀
志
山
は
ま
た
闍
の
巾

に
閉
ざ
さ
れ
ま
し
た
が
。
ト
ラ
イ
ア

ン
グ
ル
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
町
お
こ

し
に
か
け
る
熱

い
柚
熱
の
明
か
り
は
。

今
も
灯
り
続
け
て
い
ま
す
。

ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ク
ラ
ブ
の
杵
さ

ん
、
本
当
に
御
苦
労
様
で
し
た
。

夜空を杉る花火とライトアップの共演

ラ イトア ップの凖憧を行う会員の皆さん

トン汁のサービスに満足の笑鱆
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●

お
知
ら
せ

●

届
け
出
く
だ
さ
い

か

ん

が

い

農

地

面
積
等
の
異
動

土
地
改
良
区
費
の
水
利
費
賦
課
は
、

毎
年
四
月
一
日
現
在
の
農
地
面
禎
が

基
準
と
な
り
ま
す
。

平
成
七
年
度
の
水
利
費
賦
課
の
基

凖
と
な
る
農
地
面
積
等
に
異
動
の
あ

っ
た
場
合
は
次
に
よ
り
届
け
出
く
だ

さ

い
。

◇
届
け
出
の
必
要
な
場
合

●
農
地
の
売
買
等
に
よ
り
所
有
権
に

異
動
の
出
た
場
合

・
地
区
除
外
を
さ
れ
る
場
合

・
経
営
委
譲
等
（
亡
く
な
ら
れ
た
場

合
も
含
む
）
に
よ
り
、
名
義
変
更

さ
れ
た
場
合

・

農
地
の
貸
借
か
行
わ
れ
た
場
合

（
水
利
費
の
支
払
い
者
を
確
認
願

い
ま
す
）

◇
届
け
出
期
限

●
平
成
七
年
三
月
十
七
日
ま
で

■
届
け
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

桑
折
町
字
西
段
十
九

伊
達
西
根
堰
上
地
改
良
区

霤
鈴
２
３
－

９

ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た

共
同
募
金

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

「
共
同
募
金
運
助
」
と
『
歳
末
た

す
け
あ

い
募
金
運
動
‘
を
昨
年
の
卜

月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で

実
施
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
町
民
の
皆

さ
ん
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
目
裸
額
を
達
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
深
く
感

謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

共
同
募
金
は
、
早
速
、
県
共
同
募
金

会
へ
送
金
い
た
し
ま
し
た
。

ま
た
、
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
は
、

町
内
の
在
宅
の
寝
た
き
り
、
ひ
と
り

暮
ら
し
の
お
年
寄
り
、
母
子
・
父
子

家
庭
、
病
院
に
長
期
入
院
さ
れ
て
い

る
方
々
に
、
見
舞
金
と
し
て
お
贈
り

い
た
し
ま
し
た
。

◇
共
同
募
金

●
Ｈ
標
額

べ

五
九
六
、
八
九
〇
円

●
実
縞
額

て

六
一
。０
、
○
八
八
円

・

連
成
率
一
〇
一
・
四
五
％

◇
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金

一
目
係
額

刄

五
一
五
、
〇
〇
〇
円

・
実
績
額

で

五
一
二
じ
、
八
一
一
円

ｅ
達
成
串

】
Ｏ
〇
・
八
五
％

申
請
を
受
け
付
け
ま
す

平
成
七
・
八
年
度

国
見
町
入
札
参
加
資
格

◇
申
謫
の
受
付
期
間

・
平
成
匕
年
二
月
一
Ｈ
か
ら
平
成
七

年
二
月
二
十
八
日
｛
た
だ
し

。
士
、

日
、
祝
祭
日
は
除
く
｝

◇
申
請
の
受
付
方
法

一
申
請
は
持
参
提
出
と
し
、
郵
送
に

よ
る
申
謫
は
一
切
受
け
付
け
ま
せ

ん
。

◇
注
彦
事
項

「
指
名
競
争
入
札
の
方
法
に
よ
り

工
事
ま
た
は
製
造
の
請
負
、
物
品

の
買
人
そ
の
他
の
契
約
を
締
結
し

よ
う
と
す
る
場
合
に
お
け
る
当
該

入
札
に
参
加
す
る
者
に
必
要
な
資

咯
お
よ
び
そ
の
審
査
に
必
要
な
申

讀
の
時
期
な
ら
び
に
当
破
申
甜
に

必
要
な
轟
類
の
指
定
』
第
一
各
号

に
該
当
し
な
い
こ
と
。
ま
た
、
共

同
企
業
体
に
あ

っ
て
は
、
第
二
各

９
に
破
当
し
て

い
る
も
の
に
限
る
。

◇
有
効
期
間

●
罕
成
七
年
六
月
一
日
か
ら
平
成
九

年
五
月
三
十

．
Ｈ
ま
で

■
提
出
先
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

●
役
場
総
務
課
財
政
係

霤
叙
2
1
1
1
　

内
線
１
２
２

戸 籍 の 窓 口　　 （12月受付分）

出生 お め で とう ご ざい ま す

子 の 名　 保護者　　町内会

彼野登(か や と〉片座 博志 宮 町 南

晃 平に うへい〉阿部 浩信 宮　 東

弘 樹(ひ ろ き)宍戸 喜幸 石母田北

豪 仁(あきひと)斎藤 雅伸 宮 町 市

裕 (  ゆ う き)松田 充弘 大 木 戸

雅 俊(まきとし)古田 義勝 宮 町 北

雄 大(ゆうだい)菊地 眞二 宮 町 南

充( ま こ と)菊地 吉伴 石母田原

和 樹(か ず き)古川 利男 滝　 山

弘 茂(ひろしげ)松浦 知弘 石母lll西

高 夫(た か お)佐藤 徳夫 原　 町

あずさ　　　　 松浦 昭一 第　 二

結婚おめでとうございます

氏　　 名　　 町内会

に: Ｎ: り

お く や み申 し あ げ ま す

氏　　 名　 年齢　 町内会

後 藤 サ　ッ　72　 鳥　 取

佐久間　と　き　83　 川　 内

鈴 木 美八丈　60　 川　 内

菊 地 な　っ　80　 石母田原

佐 藤　トキハ　97　 第　 七

黒 田　ッ　ヨ　90　 駅　 朗

武 旧　フヂヱ　86　 泉 田 下

深 滞 フ　ミ　68　 宮 町 北

遊 佐 保 平　89　 鏥　 町



西
分
署
だ
よ
り

火

災
に
な
ら
な
い
た
め
に

火
災
の
原
因
は
ほ
と
ん
ど
が
火
の

不
舶
末
か
ら
で
す
。

私
達
の
毎
日
の
行
助
の
中
に
思
わ

ぬ
火
種
が
潜
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

火
事
か
ら
我
が
家
を
守
る
た
め
、

注
意
す
ぺ
き
代
表
的
な
事
例
を
あ
げ

て
み
ま
し
た
。

（
お
父
さ
ん
の
場
合
）

寝
た
ば
こ
が
習
慣
に
な
っ
て
い
ま

せ
ん
か
？

疲
れ
て
い
た
り
、
お
酒
を
飲
ん
だ

後
の
寝
た
ば
こ
は
、
火
の
始
末
が
ル
ー

ズ
に
な
り
が
ち
で
大
変
危
険
で
す
。

枕
元
で
は
、
絶
対
た
ば
こ
を
吸
わ

な
い
習
慣
を
身
に
っ
け
ま
し
ょ
う
。

（
お
母
さ
ん
の
場
合
）

錫
げ
物
中
に
電
話
、
そ
の
時
コ
ン

ロ
の
火
は
？

出
火
原
因
で
断
然
多
い
の
は
揚
げ

物
中
の
火
災
で
す
。
火
を
濟
さ
な
い

で
そ
の
場
を
離
れ
た
り
、
調
理
柊
了

後
の
火
の
消
し
忘
れ
な
ど
、
ち
ょ
っ

と
目
を
離
し
た
そ
の
数
分
に
火
災
が

発
生
し
ま
す
。

調
理
中
に
電
話
や
来
客
が
あ
っ
た

ら
、
ま
ず
、
火
を
消
す
習
慣
を
身
に

つ
け
ま
し
よ
う
。

（
子
供
た
ち
の
場
合
）

知
ら
な
い
う
ち
に
火
遊
び
の
原
因

を
与
え
て
い
ま
せ
ん
か
？

子
供
の
手
の
届
く
と
こ
ろ
に
、
マ
ッ

チ
や
ラ
イ
タ
ー
が
無
造
作
に
お
か
れ

て
い
ま
せ
ん
か
。
子
供
は
、
火
の
恐

さ
を
知
ら
な
い
の
で
、
思
い
も
か
け

な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

マ

″
チ
や
ラ
イ
タ
ー
は
、
子
供
の

手
の
届
か
な
い
所
に
保
管
す
る
よ
う

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

（
お
年
寄
り
の
場
合
）

ス
ト
ー
ブ
の
取
り
扱
い
は
、
い
つ

も
注
意
し
て
い
ま
す
か
？

火
を
消
さ
な
い
で
給
油
。
近
づ
き

過
ぎ
に
よ
る
衣
服
へ
の
着
火
な
ど
、

お
年
寄
り
に
よ
る
火
災
が
目
立
っ
て

い
ま
す
。

慣
れ
た
ス
ト
ー
ブ
に
も
油
断
は
禁

物
で
す
。
特
に
不
意
の
出
火
か
ら
お

年
寄
り
は
逃
げ
切
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。

良
い
習
慣
を
身
に
つ
け
、
火
災
に

な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

阿津賀志ビックツリー写真コンテスト

応募規定

・町内外は問いません、どなたでも応募できます。

・阿津賀志山ピックツリーをテーマに写したもの

・ サイズ４つ切まで（白黒・カラーのいずれか）

・応募 される方は、作品を２月11日午前９時～正午までに 直

接展示会場（観月台文化センター多目的 ホール）に搬 入し

てください。

・作品は１人２点 まで

・作品展示　 ２月12日（日）～２月26日（ 日）

・ 表 彰 式　 ２月26日（日）午後１時

観月台文化センター多目的 ホール

・ 優秀作品には記念品を贈呈します。

■ 問い合わせ　 ト ライアン グルクラブ会長　 佐藤　　司

(  85 ) 3101

お願いします！

兵庫県南部地震災害義援金
１月17 日早 朝に発生 した兵庫県南部

地震により京阪神 および淡路島方面を

中心 に多数の方々が死亡・行方不明と

なり、加 えて 住居の焼失・損壊の被害

も著しい大きな災害となりましたこと、

被災者の皆 様に対 し、町民の皆様とと

もに心 からお 見舞申しあげます。

国 見町にお きましても、被災者の皆

様の一日 も早い復興を願い災害義援金

の募金窓口を役鳩住民 福祉課と 観月台

文化センターに設置いたしましたので、

被災者へのあ たたかい 藍援金をお寄せ

くださるようお願いいた しま す。

皆様から寄せられた義援 金は、日赤

県支部等を廼じ被災者の方々に 贈られ

ます。

人 口 と 世 帯

１月１日現在(前月比)12月中のうごき

人
　

口

男5  , 763人( 十 4 ) 転入19 人

女6  靆 62人( ｰ 1 の 転出27 人

計1L925 人（－６） 出生12 人

世帯数3  , 0 戸（－５） 死亡10 人

心配ごと相談

日
場 所：役場二階相談室( 東入口からお入りくださいj
時 間：９時～12時

こまったことや、相談ごと があ りましたら、お気軽

にご相談ください。
相談員

１月25日（水） 後　藤　　 一・後　藤　ア　ヤ　Ｅ
２月３日（金） 高 橋 藤右工門・村　上　ミチ子　｜
２月15日（水） 高　橋 隆 雄・井　砂　喜代子　｜

こ

よ

み

１月　 睦月（むつき）

20日（金）大 寒

24日（火〉全国学校給食姻間
26日（木）文化財防火デー

28 日 (土）ふくしま岡体冬季大会

２月　 如月（き さらぎ）

３日（金）節　分

４日（土）立　春
ｎ 日（土）建国記念日

14日（火）型バレソタイソデー
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公
民
館
だ
よ
リ

国

見

町

公

民

館

－

見
町
大
字
藤
田
字
観
月
台
1
5

a
　

帥
2
6
7
6

F
A
X
　
2
7
0
7

人
形
劇
・

ケ
Ｉ
キ
づ
く
り
な
ど
に
歓
声

こ
ど
も

ま
つ
り

公
民
館
主
催
の
こ
ど
も
ま
っ
り
は

十
二
月
十
八
日
、
観
月
台
文
化
セ
ソ

タ
ー
で
に
ぎ
や
か
に
開
か
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
、
観
子
や
友

達
と
の
ふ
れ
あ
い
を
深
め
て
も
ら
お

う
と
開
い
た
も
の
で
、
幼
稚
園
児
と

小
学
生
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
な

ど
約
二
百
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
体
育
館
で
福
鳥
女
子
短

期
大
学
児
童
文
化
研
究
部
の
皆
さ
ん

に
よ
る
等
身
大
の
人
形
を
便
つ
た
ボ
－

ド
ビ
ル
人
形
劇
と
ゲ
ー
ム
、
引
き
絖

き
文
化

セ
ン
タ
ー
で
内

池
和
子

さ
ん
、

杉
崎

一
江

さ
ん
を

講

師
に

ジ
ャ

ソ
ポ

ク
リ
ス

マ
ス
ツ

リ
－

づ
く

り
、

ク
リ

ス
マ
ス
ケ

ー

キ
づ
く

り
を

行
い

ま
し

た
。ツ

リ

ー
づ

く
り
は

、
高

さ
約

３
ｍ

の
モ
ミ

の
木

に
折
り

紙

で
サ

ン
タ

ク

ロ
ー

ス
や
星
、

ろ

う
そ

く
な

ど
を
作

り

、

に
ぎ
や

か
に
飾

り
付

け

を
し
ま

し

た
。
ま

た
ケ

ー
キ
づ
く
り

は
、

ホ
ッ

ト
ケ
ー

キ
状

の

ス
ポ

ン
ジ
を

焼
き
、

生
ク
リ

ー

ム
、

い
ち

ご
な
ど

の
飾

り

を
付
け

、
参

加
者

全
貝

で
楽

し
く

会

食
を
し

ま
し

た
。

ツ
リ
ー
は

ク
リ

ス
マ

ス
ま

で
観

月

台
文
化

セ
ソ
タ
ー

ロ
ピ
’－
に
飾

ら
れ
、

雰
囲

気
を

盛
り
上

げ

て
い

ま
し

た
。

人形劇に子どもたちは大喜び

ケ－キづ くりに取り組む小学生

子
育
て
コ
ー
ナ
ー

子
育
て
教
室
閉
講

十
二
月
二
十
二
日
（
木
）
十
時
よ

り
閉
講
式
を
行
い
、
斎
藤
久
教
育
長

の
挨
拶
の
あ
と
、
本
年
度
の
「
子
育

て
教
室
」
学
習
実
施
状
況
を
報
告
し

ま
し
た
。

今
年
は
例
年
に
な
い
暑
さ
の
た
め
、

学
習
内
容
を
変
更
し
て
、
水
あ
そ
ぴ

を
多
く
し
て
実
施
し
。
子
ど
も
た
ち

は
大
喜

び
で
し
た
。
ま
た
お
毋
さ
ん

た
ち
の
自
主
学
習
の
時
間
を
設
け
、

そ
れ
ぞ
れ
テ
－

マ
を
も
っ
て
自
主
的

に
充
実
し
た
話
し
合
い
を
し
た
こ
と

が
大
き
な
成
果
で
し
た
。

閉
講
式
の
あ
と
伊
達
東
小
学
校
長

大
槻
太
先
生
か
ら
「
環
境
と
子
ど
も

の
成
長
」
と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
大
研
修
室
で
子
ど
も
た

ち
が
後
ろ
の
方
で
遊
ぶ
の
を
、
見
守

り
な
が
ら
お
聞
き
し
ま
し
た
。
そ
ん

な
中
で
も
、
先
生
の
豊
富
な
賢
料
を

も
と
に
し
た
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
お

話
に
み
ん
な
真
剣
に
聞
き
入
り
ま
し

た
。講

演
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
子
供
た

ち
や
ボ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
の
方
も
一
緒
に
、

文
化

セ
ン
タ
ー
の
玄
関
前
で
記
念
写

真
を
と
り
、
大
研
修
室
に
昃
っ
て
班

ご
と
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
み
な
が
ら
昼

食
を
食
べ
、
な
ご
や
か
な
ひ
と
時
を

過
ご
し
ま
し
た
。

閉
講
後
も
お
毋
さ
ん
た
ち
の
自
主

学
習
を
月
二
回
ぐ
ら
い
継
続
実
施
す

る
予
定
で
す
。
教
室
の
受
講
生
で
な

く
と
も
ご
希
望
の
方
は
一
緒
に
参
加

し
て
勉
強
し
て
下
さ
い
。

親子そろって熱心 に勧1畠する散室生

耕
谷
バ
レ
ー
部

が
連
覇

町
村
合
併
四
十
周
年
・
観
月
台
文

化
セ
ン
タ
ー
落
成
記
念
第
十
二
回
町

長
杯
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
は
十

二
月
十
一
日
、
文
化
セ
ｙ

タ
ー
体
育

館
と
動
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

大
会
は
、
冨
永
武
夫
町
畏
の
あ
い

さ
つ
、
仲
野
周
一
町
議
会
議
長
の
祝

辞
、
町
東
バ
レ
ー
ク
ラ
ブ
の
斎
藤
久

子
さ
ん
の
力
強
い
選
手
宜
誓
の
あ
と

試
合
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
大
会
に
は
十
五
チ
ー
ム
が
参
加
、

ト
ー
ナ
メ
ン
ト
軟
で
実
力
伯
仲
の
熟

戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。



・
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

優

勝

耕
谷

バ
レ
ー
部

準
優
勝

小
坂
バ
レ
ー
ク
ラ

ブ

第
三
位
　
ド
リ
ー
ム

熱戦を繰り広げたバレーポール大会

阿
津
賀
志
学
級

趣
味
の

陶
芸
教
室
始
ま
る

阿
津
賀
志
学
級
生
が
趣
味
の
学
習

と
し
て
待
ち
に
待
っ
た
陶
芸
教
室
の

開
講
式
は
十
一
月
二
十
四
日
開
か
れ
、

現
在
皆
さ
ん
は
熟
心
に
受
講
さ
れ
て

い
ま
す
。

講
師
に
は
、
福
島
で
Ｆ
Ｔ
Ｖ
学
苑

陶
芸
教
室
と
伊
達
町
公
民
館
陶
芸
教

室
の
講
師
を
さ
れ
て
い
る
佐
久
間
一

先
生
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。

先
生
は
、
安
達
郡
東
和
町
出
身
で

自
宅
に
は
登
窯
も
お
持
ち
で
熟
心
に

こ
の
道
の
研
究
を
な
さ
れ
て
い
る
先

生
で
す
。
阿
津
賀
志
学
級
趣
味
の
グ

ル
ー
プ
員
の
皆
さ
ん
は
十
五
名
で
す

が
、
本
年
度
は
八
回
の
学
習
日
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
開
講
式
は
文
化
セ

ン
タ
ー
第
一
和
室
に
お
い
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
講
師
の
先
生
か
ら
は
、
中

圃
で
も
四
千
年
の
昔
か
ら
、
陶
芸
家

の
求
め
て
き
た
色
、
そ
れ
は
「
天
青
」

の
青
を
出
す
こ
と
だ
っ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
私
達
も
こ
れ
を
目
標
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
と
の
お
話
が
あ
り

ま
し
た
。
開
講
式
に
続
い
て
会
場
を

移
し
。
第
一
回
目
の
授
業
が
開
始
さ

れ
ま
し
た
。

初
め
は
、
手
ひ
ね
り
で
作
品
を
作

り
ま
す
。
手
始
め
の
作
業
は
並
み
土

の
練
り
方
の
学
習
、
次
は
紐
作
り
の

作
品
創
作
、
小
皿
を
は
じ
め
、
お
茶

飲
み
茶
碗
や
花
瓶
、
そ
れ
に
袋
も
の

の
徳
利
等
の
創
作
に
熟
心
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

手
ロ
ク
ロ
の
使
用
の
仕
方
、
コ
テ

の
使
い
か
た
、
土
紐
の
つ
な
ぎ
方
、

高
台
の
付
け
方
、
カ
ン
ナ
の
使
い
か

た
等
も
身
に
っ
け
ま
し
た
。

タ
タ
ラ
作
り
を
含
め
て
こ
れ
ま
で

三
回
の
学
習
で
し
た
が
、
と
て
も
楽

し
く
有
意
義
な
学
習
を
続
け
て
い
ま

す
。秋

の
文
化
祭
に
は
初
め
て
作
っ
た

思
い
出
の
作
品
を
出
品
で
き
た
ら
い

い
の
に
と
皆
さ
ん
張
り
切
っ
て
学
習

に
励
ん
で
い
ま
す
。

ご案内

ぷれあいスキーツアー

１。と　き　２月19日 ( 日 )文化センター飼7:30出発

２．と こ ろ 富城蔵王えぽＬスキー場
３．対　 象 国見町に居住又は町内の職場に勤務する

独身男女
４．礎　 費 一人1,000 円

５．申 込 み　２月13日（月）まで観月合文化セｙター内
生齧学習係へ(  ｰ  6  )

3B体操

ポール・ ベル・ ヘル ダーを使って、會楽に合 わせて リズミカル
に楽 しみながらの シェイプアップで、いつまでも美しく健康で!

１。と　 き　２／７ ・ 2. / 14・ 2 / 21・ 2 / ・ ３／７

毎週火●日　 延ぺ５回19 時30 分～21 畤
２．と こ ろ 岡見町観月台文化センター　大研修室

３．対　 象 町内に居住する女性の方

４．内　 容 初心者向け の基本的 な実技指毒
５．定　 員30 名
６．講　 師　 ３Ｂ体練協会師範 沼田久奏子先生

７．当日持参する もの
運動に適した鳳畿、 シュース、バ スタオル

８．申 込 み　 １月 日 ( 火） まで

行事のお知らせ

月 日 曜 行　　　　　　　　　　 亊 月 日 曜 行　　　　　　　　　　 亊

ｌ

16 月 ・少年仲間づくり教室

２

２ 木 ・ 阿津賀志学級（陶芸）

18 水
・女性教窒（帯の手結び）

・家庭教育講座（藤田小）
５ 日

・ 親子でクヅキング

・町長杯囲碁・将棋大会

19 木
・阿津賀志学級（陶芸）

・家庭教育講座（大枝小）
７ 火

・ 移動公民館（大枝地区）

・ ３Ｂ体操教室

20 金
・阿津賀志学級爵祝い僉

・子ども移動図書館（大枝小）
９ 木

・女性教室（陶芸）

・ 子ども移助図書館（森江野小）

22 日
・親子でクヅキソグ

・お父さん教室
10 金

・子育て教室（自主学習）

・子ども移助図書館（大技小）

23 月 ・子ども移動図書館（小坂小） ｎ 土 ・スケート教室

24 火 ・子ども移動図番館（藤田小３年） 12 日 ・ 少年仲間づくり教室閉講式

25 水
・女性教室（帯の手結び）

・お父さん歓室

13 月 ・子ども移動図書館（小坂小）

14 火
・子ども移動図書館（藤田小２年）

・３Ｂ体操教室
26 木

・女性教室（陶芸）

・子ども移動図書館（藤田小１年）
15 水

・女性教室閉講式

・子ども移動図害館（大木戸小）29 日 ・親子スキー教室

備　 考 ・１月28日国体スケート・アイスホッケー競技大会開会式（郡山スケート場）



TOPICS わだい
民

謡

フ

ァ
ン

を

魅

了

～

原

田

直

之

シ

ョ

ー

～

十
二
月
十
日
、
観
月
台
文
化
セ
ソ

タ
ー
に
お
い
て
、
原
田
直
之
さ
ん
を

招
い
て
の
民
隅
シ
ョ
ー
が
、
昼
と
夜

の
二
回
行
わ
れ
、
町
内
外
か
ら
大
勢

の
民
謡
フ
ァ
ン
が
詰
め
掛
け
ま
し
た
。

民
謡
シ
ョ
ー
は
、
町
の
主
催
に
よ

り
、
町
村
合
併
四
十
周
年
記
念
事
業

と
し
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

原
田
さ
ん
が
、
新
相
馬
節
を
は
じ

め
数
々
の
民
謡
を
歌
い
あ
げ
る
と
、

会
楊
に
訪
れ
た
皆
さ
ん
は
、
曲
に
合

わ
せ
て
手
拍
子
を
行
い
な
が
ら
聞
き

入
る
な
ど
、
ス
テ
ー
ジ
と
客
席
は
一

体
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
原
田
さ

ん
の
ま
な
弟
子
の
佐
藤
千
恵
美
さ
ん

と
江
島
ち
あ
き
さ
ん
も
出
演
し
、
民

謡
フ
ァ
ン
を
魅
了
し
ま
し
た
。

民謡フ ァンを魅了した「康田直之ショー」

一
足

早

く

Ｘ

マ

ス

～

藤

田

保

育

所

～

十
二
月
二
十
二
日
、
藤
田
保
脊
所

に
お
い
て
ク
リ
ス
マ
ス
お
楽
し
み
会

が
行
わ
れ
、
か
わ
い
い
わ
が
子
を
一

目
見
よ
う
と
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
父

兄
の
皆
さ
ん
が
訪
れ
ま
し
た
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
で
は
、
天
野
藤
田

保
育
所
長
と
来
質
の
皆
さ
ん
が
あ
い

さ
っ
を
行
っ
た
の
に
続
き
、
幼
児
た

ち
が
代
わ
る
代
わ
る
逝
戯
や
劇
を
披

露
す
る
と
、
会
場
は
、
拍
手
と
笑
い

で
満
ち
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
ジ
ン
グ
ル
ベ
ル
の
曲
に
の
っ

て
、
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
会
場
に
姿

を
現
す
と
、
幼
児
た
ち
は
大
喜
び
、

サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
を
取
り
囲
ん
で
不

思
巌
そ
う
に
の
ぞ
き
込
ん
で
い
ま
し

た
。

劇を披露する幼児たち

記

念

式

典

で

農

協

合

併

三

十

周

年

を

祝

う

国
見
町
農
業
協
同
組
合
合
併
三
十

周
年
記
念
式
典
が
、
去
る
十
二
月
十

五
日
、
観
月
台
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
菊
地
太
三
組
合
長
の

主
催
者
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
農
協
の

発
展
に
貢
献
さ
れ
た
皆
さ
ん
へ
の
感

謝
状
贈
呈
や
表
彰
状
授
与
が
行
わ
れ
、

受
賞
者
を
代
表
し
て
斎
藤
太
助
さ
ん

が
翻
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

国
見
町
農
業
協
同
組
合
は
、
昭
和

四
十
年
に
町
内
の
五
つ
の
農
協
が
合

併
し
て
以
来
、
三
十
年
に
な
り
ま
す
。

式
典
に
出
席
し
た
三
百
名
の
皆
さ

ん
は
、
合
併
三
十
周
年
を
祝
い
合
う

と
と
も
に
、
激
動
の
三
十
年
を
感
慨

深
く
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。

合併30 周年を祝った記念式典

は

く

息

も

白

ぐ

走

り
初

め

～

元

朝

マ

ラ
ソ

ン

大

会

～
　

大
枝
地
区
元
朝
マ
ラ
ソ
ｙ

大
会
が

一
月
一
日
開
催
さ
れ
、
地
区
の
幼
児

か
ら
大
人
ま
で
の
八
十
人
が
、
そ
れ

ぞ
れ
二
に」
、
三
』
、
五
㎞
の
コ
ー
ス

に
の
ぞ
み
ま
し
た
。

元
朝
マ
ラ
ソ
ン
大
会
は
。
大
枝
地

区
家
庭
ス
ポ
ー
ツ
協
会
（
鈴
木
一
男

会
長
）
の
主
催
に
よ
り
毎
年
開
催
さ

れ
て
お
り
、
今
年
で
十
八
回
目
を
迎

え
ま
す
。

。宙
の
降
る
中
、
川
内
厳
島
神
社
を

一
斉
に
ス
タ
ー
ト
し
た
参
加
者
の
皆

さ
ん
は
、
元
気
に
走
り
初
め
を
行
い

ま
し
た
。

神
社
境
内
で
は
、
大
枝
太
鼓
が
打

ち
鳴
ら
さ
れ
、
参
加
者
や
初
も
う
で

客
に
甘
酒
も
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。

川内雌島神社前を一斉にスタート

編集日記 志も新たに新年を迎えた方がほとんど。

一つでも実行できれば、その年は素睛らしい一年になるに

違いない。

継続は力なり…………。　　　　　　　　　 （Ｓ）

発 行 ・ 編 集　 国 見 町 総 務 課
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